
ＶＩ戦略におけるサインシステム展開のご提案

○○株式会社御中



ビジュアルアイデンティティ（ＶＩ）

企業側から顧客に対し、
自社ブランドをどのように
イメージさせるか？

期待・共感

約束・実行

サービス

製品

継続的な取引・購買の
動機付け

同業他社との
差別化

価格維持・プレミアム
価格獲得

企業 顧客

ブランド戦略
の目的

企業と顧客がコミュニケーションできるブランド

コンタクトポイント企
業
理
念
・
思
想 視覚

目印・印象
記憶・体験

◆媒体で統一性をもたせるには「ロゴマーク」を用いることが一番簡単で効果的
◆人間はモノ全体の「色」から連想を始めて「形」で最初の印象を確定させる。

「技術志向」、「製品指向」
（特定エリアブランド
“made in japan”）

ブランド戦略を
重要な経営戦略として、

取り組む企業が増えている。

「企業ブランド」

「ロゴブランド」

ブランド戦略 ビジュアルアイデンティティ



Viapの統一ができない

顧 客＝ﾗｲｾﾝｻｰ
（ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ保有者）

Ｖ I  /  Ｂ Ｉ

店 舗 看 板 車 両帳票類.etc

個々の制作アイテム

管理・運営が困難

マークの更なる展開
（都度対応）

複数の制作会社にﾗｲｾﾝｼ（ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ使用者）
を与えてしまうと…

ブランドイメージの低下

VIﾃﾞｰﾀを乱用する危険性がある

悪意の第三者の可能性も…

担当者による属人的管理になる

長期データ管理ができない

VI管理・運営するﾊﾟｰﾄﾅｰ企業が必要

ブランド （ Ｖ Ｉ ） 展開



Ｖ Ｉ 管理におけるアクトの提供価値

① 業務削減によるコストメリット

② データの長期管理
（ご担当者様が代わってもＡＣＴが管理致します）

③ ＶＩ以外のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾏｰｸ・
安全関連・販促等のﾃﾞｻﾞｲﾝ制作

お 客 様 株式会社 アクト

ＶＩ管理部門
ＶＩＳ
ＶＩap管理

（車輌/看板/店舗）

Ｖ Ｉ 管理運営業務をＡＣＴがお手伝いします！

① ＶＩ管理するシステム化

ＡＣＴの「FMシステム」 「ＶＩSシステム」
車種・サインの仕様ごとにデータ管理
（図面・製作ﾃﾞｰﾀ・受注履歴・・・）

② ＶＩ運営する組織体制

ＡＣＴの「組織体制」
デザイン・製作・施工の

一貫体制を自社内で確立している

＜取引顧客事例＞

■セブンイレブンジャパン様 取引年数 ： 30年 ■ ヤクルト 様 取引年数 ：40年■ヤマト運輸 様 取引年数 ： 45年



実績のご紹介 COMMUNICATION DESIGN コミュニケーションデザイン、設計、製作、施工
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